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■今年の白蛇姫まつり。中学生が白蛇の舞いをはじめておこなっ
た。伝統文化のにない手は若者だ。ガンバレ！！ つぶやき

第 2回町民意見交換会

ああ なな たた のの 声声 をを 私私 たた ちち にに ！！

あ
ら
た
な
議
会
構
成
で
ス
タ
ー
ト
！

あ
ら
た
な
議
会
構
成
で
ス
タ
ー
ト
！

部
会
長　
　

吉
田　

稔

副
部
会
長　

飯
沼　

新
吾

部
会
員　
　

川
染　

洋

部
会
員　
　

安
藤　

幹
夫

部
会
員　
　

台
蔵　

征
一

○
広
報
部
会
／
議
会
広
報
、
ミ
ニ
広

報
の
編
集
発
行
を
行
い
ま
す
。
議
会

活
動
の
報
告
、
議
決
事
項
の
説
明
、

町
政
の
課
題
や
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
周
知
し
ま
す
。
読
み
や
す
い

広
報
紙
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

部
会
長　
　

狩
野　

正
雄

副
部
会
長　

武
藤　

敦
則

部
会
員　
　

加
納　

茂

部
会
員　
　

上
嶋　

和
志

部
会
員　
　

山
岸　

宏

議
長
に
埴
渕
賢
治
議
員

副
議
長
に
川
染
洋
議
員

　

５
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た

鹿
追
町
議
会
基
本
条
例
の
も
と
、

議
員
定
数
を
２
人
減
と
し
３
常
任

委
員
会
を
構
成
、
次
の
あ
ら
た
な

委
員
会
構
成
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

◎
総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
５
人
）

委
員
長　
　

安
藤　

幹
夫

副
委
員
長　

加
納　

茂

委　

員　
　

川
染　

洋

委　

員　
　

狩
野　

正
雄

委　

員　
　

山
岸　

宏

◎
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
（
５
人
）

委
員
長　
　

上
嶋　

和
志

副
委
員
長　

飯
沼　

新
吾

委　

員　
　

吉
田　

稔

委　

員　
　

台
蔵　

征
一

委　

員　
　

武
藤　

敦
則

※
議
会
運
営
委
員
会
、
基
地
対
策
特
別
委
員

会
等
の
議
員
構
成
は
５
月
25
日
発
行
の
議
会

だ
よ
り
ミ
ニ
版
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
会
議
の
開
催

「
住
民
参
加
型
の
開
か
れ
た
議
会
」
と
の
思
い

で
、
皆
さ
ん
と
直
接
対
話
で
き
る
仕
組
み
を
決

め
ま
し
た
。　
　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
の
役
割

４
月
に
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
た
な

議
員
体
制
で
議
会
を
構
成
。
広
聴
機
能
を
充

実
さ
せ
た
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
を
新
設
し
、

３
常
任
委
員
会
で
ス
タ
ー
ト
。
議
会
基
本
条

例
の
も
と
、
よ
り
身
近
な
議
会
へ
と
活
動
し

ま
す
。

　

議
会
の
情
報
を
で
き
る
か
ぎ

り
皆
さ
ん
に
提
供
し
、
ま
ち
な

か
会
議
を
通
じ
、
様
々
な
ご
意

見
、
ご
要
望
を
聴
取
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

開
か
れ
た
議
会
実
現
の
た

め
、
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

埴渕　賢治　議長

◎
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
（
10
人
）

委
員
長　
　

吉
田　

稔

副
委
員
長　

狩
野　

正
雄

　

議
長
を
除
く
全
議
員
が
所
属
す

る
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
は
「
開

か
れ
た
議
会
、
親
し
み
や
す
く
わ

か
り
や
す
い
議
会
」
の
実
現
を
目

指
す
も
の
で
、
住
民
参
加
の
「
見

え
る
」
議
会
づ
く
り
の
た
め
の
第

一
歩
で
す
。

　

ま
た
、
委
員
会
活
動
を
機
動
的

に
、
専
門
的
に
す
す
め
る
た
め
に

部
会
制
を
と
り
ま
し
た
。

○
広
聴
部
会
／
ま
ち
な
か
会
議
の

企
画
立
案
や
日
程
調
整
、
住
民
へ

の
周
知
を
行
い
ま
す
。
対
話
の
中

で
情
報
の
収
集
、
意
見
要
望
の
把

握
、
政
策
提
案
や
課
題
解
決
に
つ

な
げ
ま
す
。

　

新
設
に
な
っ
た
広
報
広
聴
常

任
委
員
会
で
は
、「
ま
ち
な
か
会

議
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
要
望
に
応
じ
て
開
催

し
ま
す
。
申
し
込
み
用
紙
を
、
町

内
各
団
体
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
、
農
協
、
各
種
団
体
、

行
政
区
な
ど
に
呼
び
か
け
て
い
ま

す
が
、
詳
細
は
鹿
追
町
役
場
議
会

事
務
局
（
電
話
66
・
４
０
３
９
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

５月臨時会

町民意見交換会



補
正
予
算

6 月定例会

■夏の甲子園十勝地区予選開会式。鹿追高校野球部の畑主将が選手宣誓。
東日本大震災で被災した球児を思いやる宣誓は、爽やかに響き渡った。つぶやき

瓜
幕
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
計
画
始
動

　
　
　
　
　
　
　
　

調
査
事
業
を
開
始

し
ま
す
。

・
町
民
課
関
係

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
実
践
事
業
を
取
り
入
れ

た
「
環
境
の
町
し
か
お
い
」
の

実
現
に
向
け
一
層
努
力
し
ま

す
。

・
農
業
関
係

　

瓜
幕
地
区
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
整
備
に
よ
り
、
地
域
資

源
循
環
型
社
会
の
一
層
の
実
現

を
図
り
ま
す
。

・
保
健
福
祉
関
係

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
、

障
が
い
者
や
そ
の
家
族
が
安
心

し
て
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う

支
援
体
制
を
強
化
す
べ
く
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
等
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
ま
す
。

・
商
工
観
光
関
係

　

帯
広
空
港
の
ダ
ブ
ル
ト
ラ
ッ

キ
ン
グ
化
、
秋
の
道
東
道
の
全

面
開
通
を
控
え
、
来
訪
者
増
に

よ
る
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
知
名
度
ア
ッ
プ
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

・
建
設
、
水
道
関
係

　

住
宅
関
係
に
つ
い
て
は
、
定

住
促
進
、
持
ち
家
促
進
を
図
る

た
め
第
４
次
い
ず
み
野
団
地
販

売
と
建
設
奨
励
制
度
の
継
続
を

行
い
ま
す
。

・
学
校
教
育
関
係

　

鹿
追
小
学
校
と
鹿
追
中
学
校

で
、
少
人
数
学
級
を
実
現
す
る

た
め
、
町
で
教
員
を
採
用
し
、

き
め
こ
ま
や
か
な
学
習
の
教
育

現
場
を
実
現
し
ま
す
。

・
町
立
国
保
病
院

　

病
院
増
改
築
工
事
は
２
年
目

を
迎
え
、
今
年
度
は
診
察
室
、

救
急
処
置
室
等
診
療
棟
の
増
築

工
事
と
、
透
析
室
、
リ
ハ
ビ
リ

室
等
の
既
存
の
北
側
棟
の
一
階

部
分
の
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
。

主
要
な
補
正
予
算

○
瓜
幕
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

　

調
査　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

３
百
万
円

　

現
在
、
鹿
追
・
中
鹿
追
地
区

に
あ
る
町
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

は
家
畜
排
泄
物
を
利
用
す
る
プ

ラ
ン
ト
と
し
て
は
国
内
最
大
級

を
誇
り
ま
す
。

　

瓜
幕
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

は
そ
の
規
模
を
し
の
ぐ
約
３
倍

の
能
力
を
持
つ
プ
ラ
ン
ト
で
そ

の
実
施
設
計
に
向
け
た
基
礎
調

査
を
行
い
ま
す
。

○
乳
質
向
上
対
策
事
業　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

２
百
75
万
円

　

乳
質
向
上
の
た
め
に
JA
鹿
追

町
と
協
力
し
、
乳
房
炎
発
生
防

止
事
業
に
助
成
し
ま
す
。

○
瓜
幕
駅
舎
記
念
広
場
整
備

　
　
　
　
　
　

３
千
１
百
万
円

　

瓜
幕
地
域
住
民
の
憩
い
の

場
、
瓜
幕
の
玄
関
口
と
し
て
旧

拓
殖
鉄
道
瓜
幕
駅
跡
地
を
活
用

し
た
公
園
整
備
を
行
い
ま
す
。

平
成
23
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
７
日
に

開
会
し
て
一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計

予
算
な
ど
16
議
案
を
審
査
し
、
全
議
案
原
案

通
り
可
決
し
（
反
対
者
な
し
）
22
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。

執
行
方
針

無
投
票
で
４
選
を
し
た
吉
田
弘

志
町
長
の
「
町
政
執
行
方
針
の

説
明
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同　
　

意

副
町
長
に
安
部
克
裕
氏
を
選
任

（
執
行
方
針
要
約
）

　

私
は
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
４
度
目
の
町
政

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
町
づ
く
り
は
、
継
続
性
と

革
新
性
の
調
和
の
中
で
町
民
の

幸
せ
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
町
民
皆
様
の
ご
支
援

と
、
議
会
皆
様
の
ご
指
導
に
よ

り
、
最
大
限
の
努
力
を
し
ま
す
。

・
各
会
計
政
策
予
算

　

一
般
会
計
は
約
２
億
４
百
万

円
を
追
加
補
正
し
、
総
額
で
約

52
億
９
千
１
百
万
円
と
し
ま

す
。
特
別
会
計
は
２
会
計
で
約

１
千
３
百
万
円
を
追
加
補
正

し
、
７
特
別
会
計
全
体
で
約

25
億
８
百
万
円
と
な
り
、
全
会

計
で
は
約
78
億
３
千
万
円
の
予

算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
ま
ち
づ
く
り
関
係

　

今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
第
６

期
鹿
追
町
総
合
計
画
を
核
と
し

て
、
町
民
参
加
に
よ
る
恊
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
一
層
努
力

○
公
営
住
宅
整
備

　
　
　
　
　
　

２
千
９
百
万
円

　

緑
町
中
央
団
地
公
営
住
宅

（
全
体
計
画
４
棟
８
戸
）
の
う
ち

１
棟
２
戸
を
建
設
し
ま
す
。

○
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
改
修

　
　
　
　
　

１
千
７
百
10
万
円

　

子
ど
も
の
療
育
（
児
童
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
）
の
拠
点
施
設
と
し

て
、
旧
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

未
改
修
部
分
を
整
備
し
ま
す
。

○
消
防
ポ
ン
プ
車
購
入

　
　
　
　

    

３
千
１
百
50
万
円

　

第
一
分
団
ポ
ン
プ
車
を
更

新
、
消
防
活
動
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
　
　

○
鹿
追
町
民
花
火
大
会
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　

３
百
万
円

　

地
域
の
活
性
化
と
観
光
客
の

増
加
を
図
り
ま
す
。

○
ク
レ
ー
ン
付
ト
ラ
ッ
ク
購
入

　
　

 　
　
　
　

 

１
千
50
万
円

 

道
路
維
持
及
び
公
園
管
理
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

○
道
路
等
整
備
事
業　

　
　
　
　
　

２
千
６
百
90
万
円

　

鹿
追
南
８
号
線
改
良
舗
装
工

事
、
町
道
東
町
３
号
通
り
ほ
か

防
塵
処
理
工
事
、
笠
井
橋
補
修

工
事
等
を
行
い
ま
す
。

特
別
委
員
会

　

22
日
、
議
会
で
は
「
瓜
幕
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
調
査
等
特

別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
は
上
嶋
和
志
議
員
、

副
委
員
長
に
安
藤
幹
夫
議
員
、

議
長
を
除
く
10
人
の
議
員
で
構

成
さ
れ
ま
す
。

　

６
月
30
日
に
任
期
満
了
と
な

る
副
町
長
安
部
克
裕
氏
の
選
任

（
再
任
）
提
案
が
あ
り
、
こ
れ
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
安
部
副
町
長
の
任
期

は
、
平
成
27
年
６
月
30
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

萩
尾
則
子
氏
を
選
任

　

６
月
29
日
に
任
期
満
了
と
な

る
固
定
資
産
評
価
審
査
員
に
萩

尾
則
子
氏
（
緑
町
一
）
の
選
任

（
再
任
）
提
案
が
あ
り
、
こ
れ
に

同
意
し
ま
し
た
。　

農
業
委
員
に
推
薦

　

７
月
19
日
に
任
期
満
了
と
な

る
農
業
委
員
会
委
員
に
議
会
推

薦
と
し
て
松
浦
優
氏
（
東
瓜
幕
）

を
推
薦
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
は

２
億
９
百
59
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
52
億
９
千
６
百
59
万

円
と
し
ま
し
た
。

緑町中央団地イメージ図

バイオガスで走る公用車

新町立病院イメージ図

瓜幕駅舎記念広場イメージ図

最新鋭の消防ポンプ車



２
人
２
人
の
議
員
が

　
　

町
政
を
問
う
。

防災無線放送の拡充で安全・安心
の町にののの町のの町ののの町町町町町にににに

飯沼新吾議員

一般質問
QA
住
民
が
一
番
知
り
た
い
こ
と
を
放
送
す
る
こ
と

が
、
安
全
・
安
心
の
町
に
。

情
報
伝
達
等
は
極
め
て
重
要
。

QA
然
別
湖
休
養
林
施
設
（
旧
北
電
寮
）
の
有
効
活
用
は
。

維
持
管
理
を
し
、
運
営
を
決
断
す
る
時
期
。

（
質
問
）

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
は
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
災
害
時
の
情

報
伝
達
は
大
変
重
要
で
す
。
正

し
い
情
報
が
速
く
伝
わ
る
た

め
に
は
防
災
放
送
の
設
備
や
受

信
機
器
の
整
備
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　

防
災
無
線
放
送
の
聞
き
取
り

に
く
い
地
域
の
調
査
や
対
応
、

（
質
問
）

　

然
別
湖
休
養
林
施
設
（
旧
北

電
寮
）
は
、
昭
和
54
年
北
電
よ

り
無
償
で
譲
渡
さ
れ
て
以
来
、

す
で
に
32
年
が
経
過
し
て
い
ま

す
。
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
建

物
の
維
持
管
理
の
た
め
に
す
で

に
１
千
３
百
万
円
以
上
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り

遊
休
施
設
と
し
て
経
過
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
活
用
方
法
の
ア

イ
デ
ア
を
募
る
な
ど
積
極
的
に

検
討
し
決
断
す
る
時
期
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

然
別
湖
休
養
林
施
設
は
、
北

電
よ
り
鹿
追
町
に
無
償
譲
渡
を

受
け
た
昭
和
54
年
で
建
設
後
、 飯沼新吾議員

然別湖の旧北電寮の有効活用は

狩野正雄議員

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

今
回
の
大
震
災
は
鹿
追
町
に

と
っ
て
も
色
々
な
教
訓
を
残
し

て
お
り
、
災
害
発
生
時
の
情
報

伝
達
は
極
め
て
重
要
と
考
え
ま

す
。

　

１
点
目
の
質
問
で
す
が
、
街

頭
放
送
の
設
備
を
鹿
追
で
２
基
、

瓜
幕
で
１
基
増
設
し
拡
声
器
の

方
向
を
調
整
し
て
ま
す
。
戸
別

受
信
機
の
購
入
事
業
に
よ
り
合

計
７
０
９
台
を
設
置
、
今
回
も

補
正
予
算
に
よ
り
１
台
１
万
円

助
成
を
行
い
ま
す
。

防災無線放送機器

受
信
機
器
購
入
事
業
で
ど
の
く

ら
い
設
置
が
す
す
ん
で
い
ま
す

か
。

■秋には道東道が全線開通し、道央圏と直結。たくさんの人が十勝
に来てくれるといいなぁ。経済効果に期待。 つぶやき

狩野正雄議員

ナ
イ
タ
ー

議
会
の

傍
聴
に
、

来
ま
せ
ん
か
。9 月の定例会は 9月 7日から 22日の日程で開催が予定されています。13日午前 10時から一般質問を、20日には決算委員会

をナイター議会（18時）で予定しています。この機会に議会の傍聴に来てみませんか。詳細は役場議会事務局まで 66-4039

（
質
問
）

　

住
民
か
ら
先
日
の
選
挙
で
結

果
の
放
送
が
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま

す
。
定
時
放
送
や
そ
れ
以
外
の

放
送
で
内
容
の
基
準
を
設
け
て

い
ま
す
か
。

わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
過
去
に

お
い
て
遅
い
時
間
に
放
送
し
た

こ
と
で
、
苦
情
が
持
ち
込
ま
れ

た
こ
と
が
今
回
そ
う
い
う
判
断

に
な
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
事
前
の
周
知
を
す
る

な
ど
町
民
の
理
解
を
得
る
べ
く
、

防
災
無
線
を
活
用
し
放
送
す
る

方
向
で
町
選
挙
管
理
委
員
会
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

旧北電寮

す
で
に
20
数
年
経
過
し
て
お
り

ま
し
た
。

　

当
時
町
と
し
て
は
、
職
員
厚

生
施
設
と
し
て
の
利
用
を
考
え

て
お
り
ま
し
た
が
、
譲
渡
時
に

宿
泊
施
設
と
し
て
は
い
け
な
い

と
い
う
条
件
等
が
あ
り
ま
し
て

思
い
通
り
の
活
用
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
運
用
検

討
委
員
会
を
設
置
し
様
々
な
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ

れ
ら
も
多
額
の
費
用
を
要
す
る

た
め
具
体
化
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

平
成
５
年
に
写
真
の
展
示
場

や
平
成
18
年
１
月
に
こ
の
ま
ま

で
は
建
物
が
朽
ち
果
て
る
と
い

う
こ
と
で
環
境
省
の
公
園
管
理

事
務
所
と
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
民
間
に
よ
る
有
効
活
用
を

進
め
ま
し
た
が
、
諸
般
の
事
情

に
よ
り
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
に
戻
し
て
い
た

だ
き
、
建
物
を
保
存
す
る
と
い

う
視
点
か
ら
国
の
補
正
予
算
を

財
源
と
し
て
修
繕
を
行
い
ま
し

た
。

　

風ふ
う
こ
う
め
い
び

光
明
媚
な
然
別
湖
の
施
設

と
し
て
、
今
後
価
値
を
高
め
る

こ
と
が
可
能
と
考
え
維
持
管
理

を
し
て
運
営
し
て
い
く
決
断
を

す
る
時
期
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。　

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

選
挙
管
理
委
員
会
の
判
断
に

よ
っ
て
、
放
送
さ
れ
な
か
っ
た

（
質
問
）

　

７
月
か
ら
テ
レ
ビ
が
地
上
デ

ジ
タ
ル
に
か
わ
り
ま
す
。
将
来
、

こ
の
防
災
無
線
が
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
移
行
す
る
の
か
、
移
行
し

た
場
合
の
、
現
在
の
機
器
、
設

備
が
継
続
し
て
使
用
で
き
る
の

か
、
ま
た
新
た
な
費
用
負
担
が

あ
り
ま
す
か
。

（
答
弁
）
大
井
町
民
課
長

　

防
災
無
線
は
来
年
11
月
ま
で
、

総
務
省
よ
り
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の

許
可
を
受
け
て
い
ま
す
。
更
新

に
つ
い
て
は
、
更
に
５
年
間
は

使
用
可
能
と
の
確
認
を
し
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
は
社
会
状

況
と
と
も
に
変
化
し
て
い
き
ま

す
が
、
い
つ
が
切
り
替
え
の
時

期
に
な
る
か
今
後
研
究
を
し
て

適
正
な
対
応
を
進
め
ま
す
。



議
会
報
告
会

鹿
追
町
議
会
基
本
条
例
に
定
め
た

「
ま
ち
な
か
会
議
」
の
一
環
と
し
て
、

平
成
23
年
６
月
定
例
議
会
の
報
告
会
を
７
月
７
日
に
、

鹿
追
町
議
会
議
場
と
瓜
幕
の
ウ
リ
マ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
２
カ
所
で
行
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
で
、
町
民
の
皆
様
に
も
私
た
ち
議
員
も

戸
惑
い
の
中
で
の
開
催
で
し
た
が
、

開
か
れ
た
議
会
実
現
の
た
め
、
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

参
加
者
16
人
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
追
会
場
７
人
・
瓜
幕
会
場
９
人

　
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員

会
が
主
催
す
る
初
め
て
の
鹿
追

会
場
で
の
議
会
報
告
会
は
、
午

後
６
時
半
よ
り
役
場
３
階
の
議

場
を
使
っ
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
町
民
か
ら
の
参
加
は
、
７

名
と
少
数
で
し
た
が
そ
れ
ぞ
れ

日
頃
よ
り
町
政
に
関
心
を
持
た

れ
て
い
る
人
た
ち
で
し
た
の

で
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま

　

何
人
の
人
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
け
る
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
瓜
幕
会
場
は
９
人
の
地
域

住
民
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

川
染
副
議
長
、
安
藤
議
員
、

狩
野
議
員
、
台
蔵
議
員
、
武
藤

議
員
の
５
人
で
司
会
、
報
告
、

記
録
な
ど
役
割
を
分
担
し
て
進

め
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
の
議
会
報
告
会
は

６
月
定
例
議
会
の
内
容
を
ま
と

め
た
資
料
に
そ
っ
て
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
次
の
よ
う
な

質
問
や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ぞ
れ
役
割
を
分
担
し
、
説
明
員

の
飯
沼
議
員
が
６
月
定
例
会
の

内
容
を
会
場
で
配
布
し
た
資
料

に
沿
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
内
容
や
、
ち
ょ

う
ど
こ
の
日
、
帯
広
市
と
の
間

で
締
結
さ
れ
た
定
住
自
立
圏
協

定
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
質
問

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
議
員
が
交
代

で
回
答
し
ま
し
た
。

　

ま
た
議
会
の
一
般
質
問
の
表

地域の人にもっと来てほしい

　議会報告会に取り組んだことに敬意を表したい。今
回の参加者が９名でしたが、地域の人にもっと来てほ
しいですね。どんな意見でも全て町づくりにいかす事
ができる良い機会です。

広報紙では伝わらない行間が感じられた

　広報紙や新聞では伝わらない行間の内容が議会報

告会に参加して充分に感じられました。時間が許せ
ば、他の方たちも参加してみてはいかがでしょう。

■今年も暑い夏になるのか、今の気候ではそんな予感がします。ここは
北海道、ふさわしい気候であってほしいデス。つぶやき

瓜幕　小竹好太郎さん

仲町　木幡裕人さん

し
た
。

　

鹿
追
、
瓜
幕
と
２
会
場
で
同

時
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
報
告
に
当
た
る
議
員
も
２

班
に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。

　

鹿
追
会
場
で
は
、
埴
渕
議
長

の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
吉
田
議

員
、
飯
沼
議
員
、
加
納
議
員
、

上
嶋
議
員
、
山
岸
議
員
が
そ
れ

質
問　

瓜
幕
地
域
で
は
バ
イ
オ

ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
建
設
に
対
す
る

関
心
は
高
い
、
調
査
業
務
の
予

算
が
あ
る
が
ど
ん
な
こ
と
を
す

る
の
か
。

回
答　

各
酪
農
家
に
お
い
て
施

設
の
形
態
や
ふ
ん
尿
の
量
な
ど

専
門
的
見
地
か
ら
調
査
を
お
こ

な
い
ま
す
。

質
問　

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

利
用
に
参
加
し
た
と
き
、
酪
農

家
の
負
担
額
は
。

回
答　

中
鹿
追
プ
ラ
ン
ト
の
例

で
成
牛
１
頭
、
１
万
２
千
円
で

す
。

町
議
会
本
会
議
場
で

　
　
　
　

行
わ
れ
た
議
会
報
告
会

題
を
も
っ
と
早
く
周
知
さ
れ
れ

ば
、
傍
聴
に
も
行
き
や
す
い
の

で
早
い
段
階
で
知
ら
せ
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
、
前

向
き
に
検
討
す
る
と
回
答
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
９
月
に
行
わ
れ
る
ナ

イ
タ
ー
議
会
と
第
三
者
審
議
会

の
委
員
の
公
募
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
を
し
て
１
時
間
10
分
ほ
ど

で
報
告
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

ウ
リ
マ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で

　
　
　
　

行
わ
れ
た
議
会
報
告
会

質
問　

プ
ラ
ン
ト
で
発
電
し
た

電
気
は
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
利
用
は
可
能
か
。

回
答　

電
気
事
業
法
の
関
係
で

高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
買
い
取

り
制
度
な
ど
、
国
の
政
策
に
よ

り
夢
は
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

質
問　

塵
芥
収
集
車
の
更
新
が

さ
れ
ま
す
が
、
ご
み
処
分
場
の

実
態
は
。
将
来
の
処
分
方
法
と

し
て
燃
や
す
こ
と
は
。

回
答　

現
在
の
埋
め
立
て
処
分

場
は
計
画
の
45
％
に
な
っ
て
お

り
、
平
成
30
年
ま
で
は
使
用
可

能
と
の
こ
と
で
す
。
将
来
の
処

分
方
法
に
つ
い
て
は
、
行
政
と

共
に
検
討
し
ま
す
。

　　

報
告
会
は
１
時
間
45
分
ほ
ど

で
終
了
し
ま
し
た
。

瓜幕地域の議会報告会

鹿追地域の議会報告会

瓜幕地域の議会報告会



町

■ F（フード）E（エネルギー）C（ケア）、この３文字がこれからの地
方政治のキーワード。鹿追町は先んじて取り組んでいます。つぶやき

の

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

産業厚生常任委員会所管施設
ラ
ィ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク

旧
西
原
研
究
所

町
営
牧
場

ふ
れ
あ
い
農
芸
公
園

も
み
じ
工
房

•

パ
ド
ッ
ク
改
修
予
定
地　

バ

ン
ガ
ー
サ
イ
ロ
建
設
予
定
地
を

防
疫
上
の
配
慮
か
ら
車
中
よ
り

視
察
。

•

今
後
新
た
な
牧
場
用
地
を
求

め
る
た
め
周
辺
の
候
補
地
を
視

察
。

　

•

芝
生
の
造
成
も
終
わ
り
花
の

苗
の
移
植
、
花
壇
の
整
備
が
行

わ
れ
て
い
た
。

•

町
民
植
樹
祭
が
行
わ
れ
、
多

く
の
町
民
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
町
民
が
参
加

•

障
害
年
金
と
工
房
で
の
収
入

で
自
立
を
目
指
し
て
い
る
。

•

花
の
苗
の
生
産
、
サ
ツ
マ
イ

モ
の
栽
培
な
ど
を
通
し
て
社
会

と
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

•

将
来
工
房
の
利
用
者
が
増
加

の
傾
向
に
あ
る
。

•

ケ
ア
ホ
ー
ム
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
設
置
が
必
要
で
あ
る
。

　

議
会
改
選
後
、
常
任
委
員
会
と

し
て
は
じ
め
て
の
活
動
で
あ
る
町

内
公
共
施
設
調
査
を
６
月
８
日
に

実
施
。
調
査
、
分
析
、
改
善
措
置

な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
ま
し

た
。
項
目
別
に
報
告
し
ま
す
。

　

本
年
度
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
改
修
整

備
が
予
定
さ
れ
、
広
く
町
民
に

利
用
さ
れ
る
事
が
見
込
ま
れ

る
。

　

め
ぐ
ま
れ
た
環
境
を
更
に
有

効
に
利
用
す
る
た
め
近
隣
町

村
、
道
内
外
に
向
け
て
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
が
重
要
課
題
で

あ
る
。

　

住
民
の
ゴ
ミ
に
対
す
る
理
解

と
協
力
に
よ
り
、
目
標
値
よ
り

10
％
減
量
で
推
移
し
て
い
る
。

　

平
成
30
年
ま
で
に
処
分
場
が

満
量
と
な
る
予
想
が
さ
れ
、
平

成
25
年
ま
で
に
次
の
計
画
の
策

定
が
予
定
さ
れ
る
。

　

今
後
事
業
の
広
域
化
、
埋
立

地
の
新
た
な
建
設
、
焼
却
施
設

の
建
設
等
の
幅
広
い
見
地
か
ら

充
分
な
調
査
研
究
が
必
要
で
あ

る
。

○
研
究
施
設

 
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
民
間
会
社
の
福
利
厚
生

施
設
等
の
利
用
方
法
を
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
施
設
周
辺
の
環
境
整
備

と
備
品
の
管
理
・
処
分
に
つ
い

て
は
充
分
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

町
内
全
小
中
学
校
及
び
幼
稚

園
等
に
７
百
食
程
度
の
大
規
模

調
理
を
実
施
。
地
場
農
畜
産
物

の
利
用
価
値
を
高
め
る
機
能
を

持
ち
合
わ
せ
、
衛
生
管
理
、
施

設
運
営
と
も
に
特
に
問
題
が
な

く
良
好
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
後
予
定
さ
れ
る
へ

き
地
保
育
所
へ
の
給
食
に
か
か

わ
り
、
各
学
校
・
幼
稚
園
に
お

け
る
食
育
教
育
に
つ
い
て
は
、

今
後
調
査
研
究
す
る
課
題
の
一

つ
と
し
て
残
る
。

総務文教常任委員会所管施設

共
同
調
理
場

し
て
の
公
園
整
備
は
、
自
分
た

ち
の
公
園
と
い
う
意
識
付
け
を

さ
せ
る
た
め
に
も
有
効
と
思
わ

れ
る
。

○
旧
西
原
研
究
所
用
地
等

　

瓜
幕
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

の
建
設
予
定
地
で
あ
る
が
環
境

的
に
は
良
い
が
受
益
農
家
と
の

距
離
が
あ
る
た
め
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

　

研
修
棟
・
宿
泊
棟
の
有
効
利

用
が
必
要
で
あ
る
。



編 集  後  記
議会広報広聴常任委員会

広報部会

部 会 長 狩野　正雄

副部会長　武藤　敦則

部  会  員　加納　　茂

　　　　　上嶋　和志

　　　　　山岸　　宏

　今期より、広報特別委員会に代わり

広報広聴常任委員会がスタートしまし

た。議会広報とミニ広報の企画編集は

広報部会が行っています。写真は５人

の部会員とそれを支える議会事務局の

職員です。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　（広報部会長　狩野正雄）
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浅
草
・
台
東
区
と
の
交
流
を
協
議

　
　
　
　
　
　
　
台
東
区
役
所
を
訪
問

　

６
月
25
日
、
約
１
０
０
余

名
の
町
民
の
参
加
を
得
て
、

盛
大
に
植
樹
祭
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
次
第
に
姿
が
で

き
つ
つ
あ
る
農
芸
公
園
に
、

ツ
ツ
ジ
な
ど
７
０
０
本
の
植

樹
を
し
、
皆
汗
を
流
し
て
の

奮
闘
で
し
た
。

　

今
後
、
年
を
重
ね
変
貌
す

る
農
芸
公
園
、
町
民
の
安
ら

ぎ
と
癒
し
の
場
所
と
し
て
大

切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

町
民
植
樹
祭
が

　

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

笹川　最上カツ子さん

　

浅
草
の
新
門
さ
ん
に
は
三
社
祭

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

歴
史
や
文
化
に
お
い
て
学
ぶ
べ

き
点
が
多
く
、
ま
ず
鹿
追
の
子
ど

も
た
ち
の
交
流
に
繋
が
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
色
々
な
交
流

の
輪
が
広
が
れ
ば
と
期
待
し
ま
す
。

東町　鈴木運蔵さん

　

７
月
12
日
、
吉
田
町
長
、
埴
渕

議
長
と
３
常
任
委
員
長
で
台
東
区

役
所
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

鹿
追
町
と
台
東
区
と
の
間
で
、

姉
妹
都
市
友
好
提
携
を
結
ぶ
こ
と

を
前
提
と
し
た
協
議
を
関
係
議
員

と
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
よ
り
鹿
追
の
神み
こ
し輿
会

「
鹿ろ
く
し
ょ
う翔

」
が
、
三さ

ん
じ
ゃ
ま
つ
り

社
祭
で
神み

こ
し輿

を

担
ぐ
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
交
流
で

す
が
、
今
後
は
姉
妹
提
携
を
む
す

ぶ
こ
と
に
よ
る
お
互
い
の
メ
リ
ッ

ト
を
充
分
に
確
認
し
て
、
次
の
段

階
に
進
む
事
が
重
要
に
な
り
ま

す
。

　

交
流
が
一
層
深
ま
る
こ
と
を
確

信
さ
せ
る
訪
問
に
な
り
ま
し
た
。

　

植
樹
は
力
仕
事
で
大
変
で
す

が
、
孫
た
ち
、
そ
し
て
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
こ
の
木
の
花
の

よ
う
に
、
美
し
い
心
を
持
っ
た

人
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

私
た
ち
の
町
議
会


